
 

◆ 場所：網張ビジターセンター（休暇村岩手網張温泉日帰り温泉館隣 ※入館料無料） 

◆ 期間：２０２５年３月１日（土）～４月３０日（水） 

◆ 時間：９時～１７時 （※３月のみ毎週火曜休館日） 

◆ 電話：０１９－６９３－３７７７  

 
 

 

今回の展示について 
 

1947（S22） 山形県新庄市（神室山系の麓）に生まれる。 

1966（S41）～1971（S46）岩大山岳部 多感な頃、四季の岩手山、 

裏岩手の山々を歩き回る。 

1971（S46）～2001（H13） 30年間、パークレンジャーとして阿寒、 

知床、陸中海岸、山陰海岸、西表、足摺宇和海、中部山岳、釧路湿原、 

磐梯朝日の各国立公園に勤務 

1975（S50） この頃から山のスケッチを始める。 

2001（H13） 環境省を退職 仙台の民間調査会社に就職 

2011（H23） 退職し雫石町に移住、現在に至る。 岩手山地区パークボランティア  

1977年に北海道で坂本直行さんに出会い、以来 40数年、山の絵ばかり描いてきた。 

 

 

 

網張ビジターセンターでの「展示」は 4回目となり

ます。1回目は2006年11～12月で山のスケッチを

そのまま展示しました。2回目は 2015年 3～4月で

スケッチを基にした水彩の山の絵でした。3回目は

2022 年 11～12 月でスケッチを基にした油彩の

山の絵でした。 

今回は「野山の花」－スケッチ原画展示―です。 

山のスケッチを始めてから、かれこれ 50年過ぎて、

大小のスケッチブックは 150冊ほどになります。 

山が主ですが、その中に花のスケッチもあります。 

今回はその中からいくつか選んで、そのまま飾って

みました。スケッチは油性ペンだけで描き、後で着色

したものです。馬子にも衣装という言葉がありますが、

スケッチでも額装すると、見違えることがあります。 

坂本直行さんの言葉、「数多く描けば良いのだ。 

下手な方が面白い味が出る」を励みに描いてきました。

飾ったスケッチを見ていただき、「これぐらいなら

描ける」と思ってもらえれば、うれしいです。 

 

   

 

 

 
   


